
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

子ども支援センター（子どもの総合相談窓口）への相談件数　1,000件以上※
※ 他県の実績をもとに人口比で算出

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標 成果 達成状況

1,000件

510 753

合計 0 10,693

1,000件 1,286件 達成

13,524

いじめ、体罰等の人権侵害に悩み、苦しむ子どもたちに寄り添いつつ、適切な相談、救済につなげるため、長野県の未来を担う子どもの
支援に関する条例に基づき、子ども支援センター（子どもの総合相談窓口・子ども支援委員会）を設置し、子どもの最善の利益を実現す
る。

・子どもに関する相談窓口は専門化・細分化されており、総合的に対応できる窓口が必要
・いじめ認知件数は増加傾向にあるなど、子どもを取り巻く環境は複雑化しており、悩みを抱える子どもを救済するしくみが必要
・条例に基づく権限（調査・勧告）により、実効性のあるしくみの構築が必要

成果目標の達成状況

項目

相談件数

事業番号 04 07 06 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 子ども支援センター設置運営事業 担
当
課

部局 県民文化部

３　子育て支援体制の充実 実施期間 H26 ～

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）
【左記の説明、根拠法令等】

長野県の未来を担う子どもの支援に関する条例

課・室 こども・家庭課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail kodomo-katei@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
７－２　子育て先進県の実現

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施中

子ども支援委員会の設置・運営 直接
成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初） （決算） （当初）

子どもの総合相談窓口の設置・運営 直接
子どもや保護者、学校・施設関係者等からの子どもに
関する相談に対応

0 10,183 12,771

申出案件の調査・審議、相談対応への助言等 0

13,524

合計（A) 0 13,524
-

27年度 28年度

12,219

当初予算

補正予算 13,303

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

Aの
財源

13,303 12,219

概　算
人件費

1.00 1.00

0

10,693

8,276

0 13,303 0 41

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

子ども支援センターにおける相談業務のみならず、関係機関相互の連携を図ることで、子どもに関する様々な相談窓口のネットワーク化を
さらに強化し、また、子ども支援委員会の機能を有効に活用し、悩み苦しむ子どもたちの救済につなげる支援を推進していく必要がある。

目標に対
する成果
の状況

いじめ、体罰等の人権侵害に悩み苦しむ子どもたちに対し、適切な相談、救済につなげるための総合相談窓口として、多くの子どもや保
護者等に必要な支援を行うことができた。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 18,969 21,800

0 8,276

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

12,219

13,483
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